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チュチュアンナの会社概要
Theme 1



チュチュアンナ紹介

創業

従業員

1973年8月

1,585名（2025年7月期）

店舗

事業内容

425店舗（2025年7月期）
国内：281店舗
海外：中国144店舗

レッグウェア、インナー、
ウェア、服飾雑貨等の商品企画、
小売、卸売



チュチュアンナのマーケティング戦略
Theme 2



顧客ランク制度

デジタルマーケティング部のミッション

オンラインストア運営 お客様の利便性の向上

新規チャネル開拓 X・Instagramでの
商品の認知促進

アプリ・LINEでの
顧客コミニュケーション

デジタルを通じてオンライン・オフライン双方の
顧客創造を最大化させる



ライト層向け ヘビー層向け ECヘビー向け新規集客

LINE 自社アプリ メルマガInstagram/X 店舗

接点作り

チュチュアンナのマーケティング戦略



元々は、自社アプリをメインで運用
LINEミニアプリ導入前の課題

ヘビー
ユーザー

ライトユーザー

非会員

ライトユーザー

自社
アプリ • ライトユーザーとの接点を持ちたい

• 店頭で自社アプリDLを促しても断られる
• 通信制限でアプリDLができない
• 自社アプリでは1to1のコミュニケーションが取れない
• ECでの売り上げを増やしたい

課 題



ライトユーザー

自社アプリでロイヤル層、LINEミニアプリでライト層を獲得

・店頭で、まず⾃社を勧めて断られたらミニを勧めている
・「
・⽉末にかけて通信制限で⾃社アプリ

LINEミニアプリと自社アプリの使い分け

ポイント付与・ポイント利用
商品購入・在庫表示など

ポイント付与・クーポン発行

アプリ
DL不要

ヘビー
ユーザー

非会員

自社
アプリ

ECに近いUIで使用可能



LINEミニアプリと自社アプリの使い分け

自社アプリ

アプリのDAUを向上させ、
購買を促すために
プッシュ通知を送付

LINEミニアプリ

お客様の欲しい情報を配信し、
購買を促す



LINEミニアプリの顧客動線
ミニアプリ仮会員 本会員店舗



LINE公式アカウントの友だち数の推移

2020年1月 2020年6月 2021年1月 2021年6月 2022年1月 2022年6月 2023年1月 2023年6月 2024年1月 2024年6月 2025年1月 2025年6月

2024年6月導入
導入後、友だち数の
成長率が5.6倍に！※

※LINEミニアプリ導入前後における、友だち数の月次成長率（6か月平均）を比較



新規会員数が16.7%増
会員化の“入口”が広がり、取りこぼしが減った
自社アプリのDL数は減らずにLINEミニアプリ分が純増

経由

約16.7%

導⼊前 導⼊後

既存経由   LINEミニアプリ経由



アプリのダウンロードや
ログインが不要

● LINEさえあれば起動OK
● スマホのホーム画面などからスムーズに起動

LINE連携で
スムーズなサービス体験

● ID連携で個別対応やサービス最適化が可能
● 共通プロフィール活用で入力もラクに

LINEのメッセージ機能を
活用した通知

● 順番待ちや予約リマインドも確実に届く
● LINEミニアプリ専用通知で見逃し防止

目的に合わせた効率的な
導入・運用を実現

● OS開発不要、LINE上で完結
● 会員証・注文・予約などパッケージ活用可

※LINEアカウントと紐づいた行動データの取得·活用にはユーザーの許諾が必須となります。



LINEミニアプリの機能
さまざまな業種・業態で、ユーザーの生活に寄り添ったサービス・体験を提供

会員証・カルテ
処方箋
オンライン診療
サブスクリプション

粗大ゴミ収集受付
図書館利用カード
学習塾・習い事予約
スタンプラリー（地域のお店等）

美容・健康・ジム

行政・教育

順番待ち（テーマパーク）
コンテンツ配信（マンガ/動画等）
デジタルチケット
物販待機列/EC

スポーツ・エンタメ

会員証
プリペイドカード
クーポン
EC・サブスクリプション

予約受付・管理
順番待ち
モバイルオーダー（店内/店外）
ポイントカード

小売

飲食

タクシー配車
乗り換え案内
ライドシェア予約

旅行・交通



サービスリリース数

27,800
over ※1

MAU
1,750万 ※2

※1 LINEヤフー調べ：2025年11月末時点 LINEミニアプリにおけるリリース済みサービス数 ※2 LINEヤフー調べ：2025年11月時点 LINEミニアプリの月間利用者数

2023 20242024 2025

LINEミニアプリの利用状況



店舗での体験をよりよくしながら、
リピーター獲得の仕組みが自然とできる

来店する LINEミニアプリで
もっと便利な店舗体験

LINE公式アカウント
連携で接点の獲得

友だちになる興味をもつ・
思い出す

LINE公式アカウントで
お店の情報発信



LINEミニアプリのリリースサービス例
飲食 美容・コスメ・

ラグジュアリー スポーツ・エンタメ ホテル・旅行・交通 教育・地域・その他メーカー・小売

出典元：LINEミニアプリプラットフォーム 登録アイコン
※1 日本コカ･コーラ株式会社 ※2 アサヒ飲料株式会社 ※3 株式会社インターメスティック ※4 ゼビオコミュニケーションネットワークス株式会社 ※5 株式会社紀伊國屋書店 ※6 ギャップジャパン株式会社 ※7 イケア・ジャパン株式会社 ※8 株式会社ストライプインターナショナル ※9 株式会社ツルハホールディングス ※10 株式会社中川政七商店 ※11 Starbucks 
Coffee Japan, Ltd ※12 株式会社ゴンチャジャパン ※13 株式会社フレッシュネス ※14 株式会社吉野家 ※15 くら寿司株式会社 ※16 株式会社コメダ ※17 株式会社串カツ田中 ※18 株式会社一休 ※19 株式会社あきんどスシロー ※20 B-R サーティワン アイスクリーム株式会社 ※21 B‐first株式会社 ※22 株式会社ブランシェ ※23 株式会社HIROGINZA ※24 
株式会社MASHU ※25 株式会社Violet ※26 ELC ジャパン合同会社 ※27 花王株式会社 ※28 株式会社カネボウ化粧品 ※29 クリスチャン・ディオール合同会社 ※30 エルメスジャポン株式会社 ※31 公益社団法人日本プロサッカーリーグ ※32 公益社団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ ※33 RIZAP株式会社 ※34 株式会社ニューバラン
スジャパン ※35 株式会社B&V ※36 株式会社ヒューマックスエンタテインメント ※37 エヌ・ティ・ティ・ソルマーレ株式会社 ※38 emole株式会社 ※39 株式会社イオンファンタジー ※40 株式会社バンダイ ※41 ハウステンボス株式会社 ※42 西日本旅客鉄道株式会社 ※43 東日本旅客鉄道株式会社 ※44 東急リゾーツ&ステイ株式会社 ※45 東急株式会社
※46 株式会社イデックスオート・ジャパン ※47 株式会社新出光 ※48 OpenStreet株式会社 ※49 株式会社INFORICH ※50 JUREN株式会社 ※51 株式会社トモズ ※52 江崎クリ゙コ株式会社 ※53 学校法人明海大学 ※54 学校法人大阪経済法律学園 ※55 株式会社中国新聞社 ※56 那覇市 ※57 株式会社Ｚ会 ※58 山口県庁 ※59 三井住友カード株式会社 ※60 
富士フイルムイメージングシステムズ株式会社
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LINEミニアプリを選んだ理由

国内
LINE

自社
時間
iOS

また、
ど、あらゆる

※2025年6月末時点

ユーザー数の多いLINE上で
サービスを実装・提供できる

QRコードやLINE内の検索など
起動動線が多い

導入ハードルが低く
開発時間もコストも削減できる



ロイヤル層を育ててLTVを最大化するには
Theme 3



１ パーソナライズ配信

顧客ランク制度

ユーザーインタビューの実施

２

３



１ パーソナライズ配信

顧客ランク制度

ユーザーインタビューの実施

２

３



IDと顧客データが紐づいたことで、購買履歴・会員ステータスを活かした配信が可能に

LINEのユーザーID連携によりパーソナライズ配信が可能に！

EC購買

閲覧履歴

誕生日

年齢

店頭購買

ユーザー行動データ 連携 LINEのユーザーID



2.5% ※
LINEメッセージ配信

25% ※

※2026年1月 株式会社
チュチュアンナ調べ

自社アプリ通知

お客様の欲しい情報を配信、売り上げにも寄与
パーソナライズ配信経由売上



メール LINE

メールに比べLINEの開封率は1.3倍！

開封率

65.2%
開封率

50%
※株式会社チュチュアンナ調べ



LINEミニアプリをきっかけとして仮会員登録した
ユーザーのうち約20％が本会員化

ID連携で仮会員を可視化し、本会員化につなげる配信が可能に

仮会員にのみ配信

仮会員

本会員

非会員

パーソナライズ配信事例

※株式会社チュチュアンナ調べ



※2025年12月 株式会社チュチュアンナ調べ

これまで把握できなかった「カート落ち」ユーザーにも、配信でアプローチ可能に

カート落ち配信実施後、
売上が4.6％増加！※

CVR9.7% ※

一度カートに商品を入れたが、
購入に至らなかった人に
再アプローチした結果、

パーソナライズ配信事例



購入後60日後に配信
有効期限告知

30日前/3日前に配信

パーソナライズ配信事例

クリック率
8.0%

開封率
82.3%

クリック率
2.6%

開封率
63.7%

※株式会社チュチュアンナ調べ
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ミニアプリ導入後、新規会員売り上げ120%を達成

LINEミニアプリ導入後

新規会員売り上げ



１ パーソナライズ配信

顧客ランク制度

ユーザーインタビューの実施

２

３



・お披露目会イベントへ招待
・ポイント還元率を高く設定
・新商品を抽選でプレゼント

ランク制度によるマーケティング施策

LTV (年間購入金額)が高いダイヤモンド会員を増やす

ランク施策の狙い

半数以上が
ダイヤモンド会員売り上げ※

※2026年1月 株式会社チュチュアンナ調べ

ダイヤモンドゴールド

シルバー

レギュラー

ダイヤモンド会員限定施策



１ パーソナライズ配信

顧客ランク制度

ユーザーインタビューの実施

２

３



メルマガでECクーポンを配布していたが、
実際は、メルマガ閲覧後に、店舗への来客もあることがわかった

ユーザーインタビューの実施

初回購入者へECでも店舗でも利用可能なクーポンを配布！



まとめ
Theme 6



LTVを高めるためのカスタマージャーニー

新規獲得
施策 購買仮会員化 本会員化

コミュニ
ケーション
施策

会員ランク
制度

ライト層との
接点を作る

顧客理解が進み
LTVが高まる

欲しい情報を
届ける

ロイヤル層の育成



今後の展望
Theme 7



パーソナライズ配信の比重UP 繁忙期は、まずLINEで接点をつくり、
本会員化は後からデジタルで促進する方針に

今後の展望
配信⺟数の拡⼤ 店舗のオペレーション改善



導入検討時のよくある質問
Theme 8



Q.LINEミニアプリの始め方は？

すぐ導入でき、低コストで利用可

カスタマイズには追加費用が必要

パッケージ
開発各社が提供する

SaaS・ASPなどを通して、
LINEミニアプリを導入

自社に最適な設計と柔軟な連携

費用と開発期間がかかる

委託開発
貴社オリジナルの

LINEミニアプリを開発

自社開発
貴社内での開発

自社主導で柔軟に開発できる

開発リソースの確保が必要



パッケージ

料金

メリット

初期費用＋月額費用
(5~30万円程度＋5千円～5万円程度/月 ※)

パッケージ化されている以外の機能は
追加開発が必要（別料金）デメリット

パッケージ化されているためすぐに導入可能
初期費用＋月額費用のみで安価に利用できる

デジタル
会員証 順番待ち

モバイル
オーダー

基本機能を備えて導入可能

※料⾦はミニアプリ開発における参考⾦額です



のご紹介

サイト
構築 / 改善

サイト構築
コンテンツ企画
キャンペーン企画
ページ作成
画面設計、デザイン

など

分析
マーケティング
KPI設計
KPIレポート
アクセス分析
改善施策効果検証
イベント施策検証

など

CRM

CRMプランニング
メルマガ配信シナリオ設計
メルマガテンプレート作成
HTMLメルマガ作成代行
LINE公式アカウント

など

集客

メディア戦略・設計
SEO
リスティング広告
リマーケティング広告
アフィリエイト広告

など

コンサルティング
マーケティング
市場調査
業界分析
KGI・KPI策定
戦略策定
事業コンサルティング

など



h"ps://www.lycbiz.com/jp/service/line-mini-app/package/?field_mini_app_func@on_target_id[12121]=12121

https://www.lycbiz.com/jp/service/line-mini-app/package/?field_mini_app_function_target_id%5b12121%5d=12121
https://www.lycbiz.com/jp/service/line-mini-app/package/?field_mini_app_function_target_id%5b12121%5d=12121
https://www.lycbiz.com/jp/service/line-mini-app/package/?field_mini_app_function_target_id%5b12121%5d=12121
https://www.lycbiz.com/jp/service/line-mini-app/package/?field_mini_app_function_target_id%5b12121%5d=12121
https://www.lycbiz.com/jp/service/line-mini-app/package/?field_mini_app_function_target_id%5b12121%5d=12121


店舗スタッフも普段からLINEを触っていたので、
細かなマニュアルや説明会などを実施せずとも、

すぐに使い始めることができた。

Q.導入は大変？

もともと、POSと連携し、会員データを管理していた会社に
LINEミニアプリの開発もしていただいたので、

スムーズに連携ができた。



Q:リリースまでのフローは？

※委託開発の場合、⼀部のステップを企業・店舗様にご対応いただく場合があります。詳しくは各開発会社にお問い合わせください。

リリース認証審査開設・開発サービス企画セレクション

パ
ッ
ケ
ジ

委
託
開
発

開
発
会
社
に
依
頼

開発会社
選定

自
社
開
発

開発会社がともに代行して対応
（パッケージ／委託開発）※

自社開発時は、LINE Developersの
開発ドキュメントを確認し、サービス内容を検討

公 開
審査通過後、
認証済ミニアプリ
として公開

LINE Developers
コンソールで

LINEミニアプリチャネルを
開設し開発を進める

審査用の書類を準備し、
LINEヤフー社に
認証審査を申請




